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神楽坂だより

忘
れ
て
は
い
ま
せ
ん
か
？

昇
龍
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

紀
伊
半
島
か
ら
能
登
半
島
に
至
る
「
昇
龍
道
※
」

は
、
日
本
の
中
部
に
位
置
し
、
古
来
歴
史
と
文
化
な

ど
日
本
の
魅
力
資
源
・
凝
縮
を
有
し
な
が
ら
伊
勢
神

宮
な
ど
一
部
を
除
い
て
海
外
知
名
度
が
低
く
極
端
に

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
恩
恵
の
少
な
い
地
域
で
し
た
。
※

龍
の
尾
部
・
吉
野
熊
野
、
頭
部
・
能
登
半
島

平
成

24
（
２
０
１
２
）
年
１
月
、
中
部
運
輸
局

企
画
観
光
部
が
中
心
と
な
っ
て
観
光
立
国
ニ
ッ
ポ
ン

基
本
計
画
に
沿
っ
て
中
部
広
域
観
光
協
議
会
を
構
成

す
る
愛
知
・
静
岡
・
岐
阜
・
三
重
・
福
井
・
滋
賀
・

石
川
・
富
山
・
長
野
県
の
９
県
で
昇
龍
道
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
協
議
会
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

奇
し
く
も
日
中
国
交
正
常
化
40
周
年
、
龍
（
辰
）

年
、
し
か
も
第
62
回
式
年
遷
宮
の
前
年
で
し
た
。

令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
は
、

60
年
に
一
度
巡

る
「
甲
辰
」
、
１
８
４
４
年
、
オ
ラ
ン
ダ
が
開
国
を

進
言
、
１
９
０
４
年
、
高
橋
是
清
蔵
相
が
国
債
発
行

を
英
国
に
一
部
引
受
、
翌
年
、
日
露
戦
争
勝
利
。
１

９
６
４
年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
新
幹
線
、
高
速

道
路
等
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
反
動
で
証
券
不
況
へ
、

田
中
角
栄
蔵
相
が
証
券
共
同
保
有
組
合
創
設
の
受
け

皿
で
危
機
脱
出
へ
。
右
図
「
東
大
地
震
研
究
所
作
図

の
日
本
列
島
地
震
リ
ス
ク
」
（
日
本
の
発
生
頻
度
は
、

世
界
の
約

20
％
）
、
左
イ
ラ
ス
ト
図
「
中
央
構
造

線
下
に
は
主
要
な
社
寺
が
存
在
の
日
本
列
島
」
を
日
々

祈
り
と
感
謝
。
下
中
日
新
聞
記
事
「
２
０
１
２
年
２

月
、
伊
勢
神
宮
に
つ
な
が
る
龍
ケ
峰
付
近
の
鍾
乳
洞

近
く
で
レ
ア
ア
ー
ス
入
り
新
鉱
物
「
伊
勢
鉱
」
を
発

見
。
そ
の
後
の
日
本
海
溝
海
底
探
査
で
伊
勢
湾
四
日

市
沖
か
ら
東
京
都
小
笠
原
村
南
鳥
島
沖
海
底
に
至
る

日
本
の
Ｅ
Ｅ
Ｚ
経
済
排
他
的
水
域
に
莫
大
な
量
の
高

品
質
な
レ
ア
ー
ス
稀
少
金
属
類
埋
蔵
の
存
在
を
確
認
」

日
本
は
、
金
銀
産
出
の
佐
渡
越
後
以
来
、
再
び
「
ジ

パ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ
る
日
の
到
来
で
す
。

古
来
、
一
日
も
欠
か
す
こ
と
が
な
い
「
祈
り
と
感

謝
」
伊
勢
神
宮
は
じ
め
社
寺
が
自
然
循
環
を
維
持
し

て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
松
田
智
生
編
著
「
令
和
の

逆
参
勤
交
代
」
の
発
想
は
、
第
一
次
産
業
振
興
の
処

方
箋
の
一
つ
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

能
登
半
島
地
震
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
被
災

者
・
ご
遺
族
並
び
に
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
、
慎
ん

で
お
悔
や
み
を
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
あ
げ
ま

す
。ま

た
、
被
災
地
で
救
援
・
支
援
活
動
に
協
力
さ

れ
て
お
ら
れ
る
皆
さ
ま
方
に
深
く
感
謝
の
意
を
表

し
ま
す
。

一
日
も
早
い
余
震
の
収
束
を
願
い
、
復
旧
・
復

興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

日
本
防
災
機
構

日
本
防
災
士
会
東
京
都
支
部

東
村

篤
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お
伊
勢
さ
ん
の
歳
時
記

令
和
６
年
・
紀
元
２
６
８
４
年
甲
辰

1
月

睦
月

１
日
（
月
）
歳
旦
祭

午
前
４
時

豊
受
大
神
宮

午
前
７
時

皇
大
神
宮

新
玉
の
年
の
始
め
を
寿
ぎ
、
皇
室
の
弥
栄
・
五
穀
の

豊
穣
・
国
家
の
隆
昌
・
国
民
の
平
安
を
お
祈
り
す
る
新

年
最
初
の
お
祭
り
で
、
若
水
を
は
じ
め
、
御
飯
・
御
酒
・

海
・
川
・
山
・
野
の
種
々
の
神
饌
を
お
供
え
し
ま
す
。

３
日
（
水
）
元
始
祭

午
前
４
時

豊
受
大
神
宮

午
前
７
時

皇
大
神
宮

年
の
始
め
に
あ
た
り
、
宮
中
三
殿
に
お
い
て
天
皇
陛

下
御
親
ら
皇
位
の
元
始
を
祝
い
奉
る
お
祭
り
を
執
り
行

わ
れ
る
の
に
あ
わ
せ
、
神
宮
で
は
両
宮
を
は
じ
め
諸
宮

社
に
お
祭
り
を
奉
仕
し
、
皇
位
の
無
窮
を
お
祈
り
し
ま

す
。

７
日
（
日
）
昭
和
天
皇
祭
遙
拝

午
前
８
時

皇
居
内
の
皇
霊
殿
に
お
い
て
、
昭
和
天
皇
祭
が
執
り

行
わ
せ
ら
れ
る
に
あ
わ
せ
、
神
宮
で
は
大
宮
司
以
下
が

遙
拝
式
を
行
い
ま
す
。

８
日
（
月
・
祝
）
成
人
祭

成
人
の
日
に
あ
た
り
、
健
や
か
な
成
長
へ
の
感
謝
と

将
来
の
活
躍
を
祈
る
御
神
楽
を
奉
奏
し
、
「
成
人
守
」

を
授
与
し
ま
す
。

９
日
（
火
）
大
麻
暦
奉
製
始
祭

午
前
10
時

神
宮
大
麻
（
神
宮
の
神
札
）
と
神
宮
暦
の
奉
製
を
始

め
る
に
あ
た
り
、
大
御
神
の
御
加
護
の
も
と
に
滞
り

な
く
行
わ
れ
る
よ
う
お
祈
り
し
ま
す
。

11
日
（
木
）
一
月
十
一
日
御
饌

皇
大
神
宮

午
前
10
時

内
宮
正
宮
の
四
丈
殿
に
お
い
て
、
天
照
大
御
神
・
豊

受
大
御
神
を
は
じ
め
、
諸
宮
社
の
す
べ
て
の
神
々
に
御

饌
を
供
進
し
、
一
年
に
一
度
神
々
が
大
御
神
と
共
に
御

饌
を
共
に
さ
れ
る
お
祭
り
で
す
。
ま
た
午
後1

時
頃
よ

り
内
宮
五
丈
殿
で
は
日
本
古
来
の
歌
舞
「
東
遊
あ
ず
ま

あ
そ
び
」
が
奏
行
さ
れ
ま
す
。

20
日
（
土
）
加
子
母
獅
子
舞
奉
納
午
前
11
時
半

・

奉
納
者

岐
阜
県
神
社
庁
中
津
川
支
部
加
子
母
部
会

会
長

粥
川

勝
志

始
40
名

・

場
所

参
集
殿
奉
納
舞
台

31
日
（
水
）
大
祓

15
時

祈
年
祭
が
執
り
行
わ
れ
る
に
あ
た
り
、
大
宮
司
以
下

の
神
職
・
楽
師
を
祓
い
清
め
る
儀
式
で
す
。

参
拝
時
間

年
末
年
始
は
終
日
あ
り
注
意

一
般
参
拝

午
前
５
時
～
午
後
６
時

御
祈
祷

両
宮
と
も
午
前
８
時
～
午
後
４
時

（
ご
奉
仕
８:

30
～
）

祭
典
は
、
参
拝
時
間
内
は
奉
拝
で
き
ま
す
。

日
別
朝
夕
大
御
饌
祭

外
宮
御
饌
殿
毎
朝
夕

神
馬
牽
参

１
日(

月)

、
11
日(
木)
、

21
日(

日)

両
宮

午
前
８
時
過
ぎ

４
日
恒
例
の
首
相
神
宮
参
拝
は
、
能
登
半
島
大
地
震
で
延

期
と
な
り
ま
し
た
。
※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
加
わ
り
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
参
拝
に
あ
た
っ

て
は
神
宮
Ｈ
Ｐ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

伊
勢
に
生
ま
れ

伊
勢
で
育
ち
な
が

ら
、
初
め
て
神
宮

庭
燎
奉
仕
・
奉
納

の
大
か
が
り
（
ど

ん
ど
）
火
に
立
ち

会
う
24
時
間
の
密

着
取
材
と
な
り
ま

し
た
。

大
晦
日
恒
例
の

ど
ん
ど
火
は
、
無

病
息
災
と
謂
わ
れ

幼
い
頃
か
ら
親
に

連
れ
ら
れ
手
づ
く

り
の
お
餅
焼
器
を

持
参
し
て
年
越
し

参
り
を
す
る
の
が

古
く
か
ら
伊
勢
の

習
慣
で
親
子
の
良

き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
機
会
で

し
た
。

こ
の
神
宮
庭
燎
奉
仕
は
、
神
宮
の
神
職

主
体
で
は
な
く
、
公
益
社
団
法
人
日
本
青

伸
会
（
東
京
都
千
代
田
区
西
神
田
二
・
理

事
長

久
本
恵
章
・
写
真

神
宮
会
館
講

堂
で
の
奉
仕
団
結
団
式
模
様
）
の
皆
さ
ん

（
外
宮
奉
仕
班
６
ヵ
所
担
当
、
内
宮
奉
仕

班
８
ヵ
所
担
当
別
に
内
宮
神
苑
で
記
念
写

真
）
に
よ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
知
り
、

今
さ
ら
な
が
ら
恥
ず

か
し
い
思
い
で
一
杯

で
す
。

戦
後
間
も
な
い
時

か
ら
今
日
ま
で
78
年

も
の
間
、
ご
奉
仕
さ

れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
未
だ
広
く
知
ら

れ
て
い
な
い
の
は

「
奉
仕
の
心
」
に
徹

し
て
い
る
か
ら
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

団
体
や
企
業
の
幟

旗
や
ロ
ゴ
、
所
属
名

入
り
が
一
般
化
し
て

い
る
中
で
神
宮
の
神

事
・
祭
事
の
重
要
な
一
端
を
担
う
同
会
の

存
在
は
限
り
な
く
大
き
い
。

萱
場
、
茅
場
な
ど

イ
ネ
科
の
カ
ヤ
は
、

神
宮
で
は
ス
ス
キ
を

使
用
、
ヨ
シ
な
ど
日

本
各
地
に
群
生
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
茅

葺
と
な
る
カ
ヤ
地
を

頑
な
に
守
り
続
け
る

奉
仕
の
「
萱
場
精
神
」
真
心
が
醸
成
さ
れ

継
承
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。忌

火
か
ら
松
明

へ
導
か
れ
着
火
の
瞬

間
を
一
目
見
よ
う
と

大
か
が
り
火
の
周
り

に
は
幾
重
に
も
人
垣

が
で
き
「
今
年
は
、

コ
ロ
ナ
禍
も
峠
を
越

え
恒
例
の
年
越
し
餅

配
布
が
あ
る
と
思
っ
て
お
参
り
に
来
た
け

ど
、
な
い
の
。
残
念
」
、

「
外
宮
、
内
宮

の
神
域
で
の
ど
ん
ど
火
だ
か
ら
風
な
ど
天

候
に
は
気
を
遣
い
ま
す
ね
、
ご
奉
仕
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
な
ど
の
声
が
あ
り

ま
し
た
。
一
日
も
欠
か
す
こ
と
の
な
い
、

“
祈
り
と
感
謝
”
を
し
続
け
る
神
宮
の
営

み
は
、
自
然
と
人
間
の
共
生
、
国
民
一
人

ひ
と
り
の
認
識
が
次
代
の
風
と
な
ろ
う
。

神宮の神域に燃えつづける78年間の奉仕の心
神宮庭燎奉仕・奉納 公益社団法人日本青伸会



あ
な
た
の
生
活
習
慣
大
丈
夫
！
！

血
圧
上
昇
抑
制
作
用
成
分
含
有
食
品
と
運
動

加
齢
と
と
も
に
高
血
圧
に
最
も
影
響
す
る
と
言
わ
れ
る

塩
分
の
過
剰
摂
取
。
そ
れ
以
外
に
も
運
動
不
足
、
睡
眠
不
足

な
ど
イ
ラ
ス
ト
図
に
あ
る
よ
う
な
生
活
習
慣
と
な
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。
近
年
、
臨
床
試
験
な
ど
に
よ
っ
て
血
圧
ケ
ア
に
役

立
つ
身
近
な
野
菜
や
貝
類
な
ど
が
血
圧
上
昇
抑
制
作
用
の
あ

る
成
分
を
多
く
含
み
血
圧
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
効
果
が
実

証
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
①
ほ
う
れ
ん
草
に
代
表
さ
れ
る
カ

リ
ウ
ム
、
さ
ざ
え
に
含
ま
れ
る
タ
ウ
リ
ン
、
②
筋
肉
を
収
縮

さ
せ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
の
働
き
を
抑
え
る
あ
さ
り
、
納
豆
、
玄

米
な
ど
を
意
識
し
て
摂
取
し
ま
し
ょ
う
。
（
出
典
・
血
圧
ケ

ア
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
１
・
２
）

冬
場
は
、
毛
細
血
管
が
全
身
に
影
響

人
間
の
カ
ラ
ダ
は
極
め
て
精
巧
で
体
重
の
約
８
％
が
血
液
。

体
重
が

60
㎏
の
人
な
ら
約
４
・
８
㍑
の
血
液
が
体
内
に
流

れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
心
臓
を
起
点
に
、
酸
素
や
栄
養
素
を

運
ぶ
動
脈
、
二
酸
化
炭
素
や
老
廃
物
を
回
収
す
る
の
が
静
脈

血
液
で
す
。
僅
か
約
７
ミ

ク
ロ
ン
の
毛
細
血
管
の
細

さ
が
約
９
万
ｋ
ｍ
の
長
さ

で
血
液
循
環
・
血
行
状
態

を
保
つ
健
康
の
要
で
す
。

（
出
典
・
養
命
酒
製
造

「
血
行
を
よ
く
し
て
健
康

生
活
」
）
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十二支別株式市場（日経平均）騰落率比較 2024.01.08

和暦年 西暦年 十二支 主な出来事
日経平均株価

（前年大納会終値）
日経平均株価
（大納会終値）

騰落率 謄落矢印

昭和60 1985 乙丑 G5プラザ合意、日銀円高誘導、科学万博つくば開催、豊田商事事件、電信電話・たばこ民営化、ＮＴＴ携帯電話３㎏「ショルダーホン」発売11,542.60 13,113.32 113.6% ↗
昭和61 1986 丙寅 円高デフレ・公定歩合3％、撚糸工連事件、東京サミット、初の土井女性党首誕生、大島三原山大噴火、男女雇用機会均等法、労働者派遣法施行。13,113.32 18,701.30 142.6% ↗
昭和62 1987 丁卯 公定歩合2.5％、土地急騰1坪1億円まで登場、ブラックマンデー、国鉄分割民営化、米国コメの開放迫る、NTT携帯電話1号機900ｇ発売18,701.30 21,564.00 115.3% ↗
昭和63 1988 戊辰 牛肉オレンジ自由化、内需拡大、マル優制度廃止、瀬戸大橋開通、世界最長の青函トンネル開通、 21,564.00 30,159.00 139.9% ↗
昭和64･平成元 1989 己巳 昭和天皇崩御、日経平均38,915円、消費税3％導入、リクルート事件、天安門事件、ベルリンの壁崩壊、ノート型PCの発売相次ぐ30,159.00 38,915.87 129.0% ↗
平成2 1990 庚午 バブル経済破綻、イラクがクェート侵攻、東西ドイツ統一、大学入試センター試験制度導入 38,915.87 23,848.71 61.3% ↘

平成03 1991 辛未
四大証券損失補填発覚・イトマン事件、多国籍軍対ｲﾗｸ武力行使・湾岸戦争、ソ

連崩壊69年の歴史に幕、NTTドコモ最小最軽量230ｇ携帯電話「ムーバ」発売 23,848.71 22,983.77
96.4%

↘

平成04 1992 壬申 平成複合不況、改正大店法施行、佐川・共和事件、育児休業法施行、大蔵省金融行政発表、日本でインターネットの商用利用開始22,983.77 16,924.95 73.6% ↘

平成05 1993 癸酉
ＥＣ統合市場発足、ゼネコン汚職、北海道南西沖地震、Ｊリーグ誕生、皇太

子・雅子妃結婚の儀、「国際的な情報ネットワークサービス」が初めて「イン

ターネット」という単語記事登場（読売新聞）
16,924.95 17,417.24

102.9%
↗

平成06 1994 甲戌 価格破壊、就職氷河期、関西国際空港開港、コメ不足で買い殺到、円対ドル100円突破、米国新興企業amazonアマゾン創業17,417.24 19,723.06 113.2% ↗

平成07 1995 乙亥
神戸製鋼ﾗｸﾞﾋﾞｰ7連覇、公定歩合0.5％、銀行破綻顕在化、阪神・淡路大震災、

オウム（地下鉄サリンほか）事件、緊急円高対策、米国Yahooヤフー創業、米国

新興企業マイクロソフト社「Windows95」発売、インターネット利用本格化
19,723.06 19,868.15

100.7%
↗

平成08 1996 丙子 大和銀行損失隠蔽で米国撤退、住専処理・金融関連法案成立、太平洋銀行破綻、O-157事件 19,868.15 19,361.35 97.4% ↘

平成09 1997 丁丑

信用収縮・貸し渋り、日本版金融ビッグバン、消費税5％、香港返還、ミドリ十

字エイズ薬害で社長逮捕、就職協定廃止。三洋証券会社更生法申請、北海道拓

殖銀行が北洋銀行に営業譲渡、山一證券自主廃業（11月）、改正預金保険法施

行(12月）

19,361.35 15,258.74
78.8%

↘

平成10 1998 戊寅
金融再生法成立、長銀・日債銀一時国有化、長野オリンピック、若乃花優勝で

兄弟横綱誕生、海外旅行者1,580万人自由化から30年で100倍、米国新興企業

グーグル社創業
15,258.74 13,842.17

90.7%
↘

平成11 1999 己卯
ＮＹダウ初の1万ドル突破、特別保証20兆円効果、銀行破綻続出、商工ローン問

題、NTTドコモ「ｉモード」始まり携帯電話でネットが可能、東証マザーズ開始

（12月）
13,842.17 18,934.34

136.8%
↗

平成12 2000 庚辰 民事再生法施行、成年後見法施行、介護保険法施行。雪印食品中毒事件、ナスダック・ジャパン開始（6月）18,934.34 13,785.69 72.8% ↘

平成13 2001 辛巳
戦後初のデフレ認定、省庁再編、米国同時多発テロ、国内初の狂牛病、サッ

カーくじ「toto」開始、さいたま市、公定歩合0.1%に引下げ（9月）企業型確定

拠出年金スタート(10月）
13,785.69 10,542.62

76.5%
↘

平成14 2002 壬午
個人型確定拠出年金スタート（1月）、上場倒産29社、総合デフレ対策決定、北

朝鮮拉致問題、食品偽装事件多発、日韓共催Ｗ杯、ユーロ流通開始、住基ネッ

ト稼働、英国アイロボット社ロボット掃除機「Roombaルンバ」発売
10,542.62 8,578.95

81.4%
↘

平成15 2003 癸未
個人向け国債発売開始(2月）、米英イラク戦争、有事関連法・イラク特措法成

立、りそな公的資金投入・足銀国有化、産業再生機構発足、大卒男子初任給20

万円大台乗せ
8,578.95 10,676.64

124.5%
↗

平成16 2004 甲申
アテネ五輪で日本勢メダル過去最高、台風10個上陸、新潟中越地震、ダイエー

再生機構支援、新札発行、首相官邸がHP公式サイト開設、米国新興企業フェイ

スブック社創業
10,676.64 11,488.76

107.6%
↗

平成17 2005 乙酉
中部国際空港開港、愛知万博、個人情報保護法全面施行、ペイオフ、減損会計

制度導入,JR福知山線列車転覆、衆院選自民圧勝、デジタルカメラ発売（キャノ

ン「IXY」）、「YouTube」サービス開始
11,488.76 16,111.43

140.2%
↗

平成18 2006 丙戌 ﾗｲﾌﾞ･ﾄﾞｱ、村上ﾌｧﾝﾄﾞ、耐震偽装事件相次ぐ、会社法施行、M&A2,764件15兆円（ﾚｺﾌ）、東証売買代金600兆円、日銀ｾﾞﾛ金利解除、米国ツイッター社創業16,111.43 17,225.83 106.9% ↗

平成19 2007 丁亥
新潟中越沖大地震、参議院選で自民惨敗（37、民主60）、金融商品取引法全面

施行、生保不払い、老舗食品偽装事件、スマホ初代「ｉPhone」発売、スマホ時

代到来。
17,225.83 15,307.78

88.9%
↘

平成20 2008 戌子

中国四川省大地震、北京五輪、新東京タワー着工、ｻﾌﾞﾌﾟﾗｲﾑﾛｰﾝ問題に端を発

し、米国大手証券リーマン・ブラザーズが経営破たん（9月・リーマンショック

100年に一度の恐慌状態）。上場企業の倒産33社。ノーベル賞4名受賞。日本振

興銀行が破たん初のペイオフ実施(9月）。

15,307.78 8,859.56

57.9%

↘

平成21 2009 己丑
大学進学率50%超、100歳以上長寿者4万人突破。総選挙により自民党下野、民主

党3党連立政権誕生。金融・経済危機で国際協調。金融円滑化法施行（12月） 8,859.56 10,546.44 119.0% ↗

平成22 2010 庚寅
観測史上最も暑い夏、15年半ぶりに1ドル＝80円台の円高、宮崎県で口蹄疫発

生、日本航空が会社更生法申請,上海万博、Droneドローン登場、「ＩoT」が本

格化、SNSの一つ「Instagram」サービス開始
10,546.44 10,228.92

97.0%
↘

平成23 2011 辛卯
ﾁｭﾆｼﾞｱ、エジプト民主化,東日本大震災、福島第一原発放射能漏れ事故（3月11

日）、37年ぶり電力使用制限令、円高が戦後最高値更新75.32円、地デジ移行、

SNSの一つ「LINE」サービス開始
10,228.92 8,455.35

82.7%
↘

平成24 2012 壬辰

三井住友信託銀行が発足（4月）、東京スカイツリー、日経平均6/4 8,295.63安

値、英国ロンドンで世紀3度目のオリンピック、日本金7個、メダル数38個と過

去最高。韓国大統領が竹島に上陸。尖閣諸島を国有化中国で反日デモ,中国習体

制へ、総選挙で民主党惨敗、自民党・公明党325議席圧勝政権交代、韓国で初の

女性朴大統領誕生、笹子トンネル崩落事故、山中伸弥教授にｉPS細胞でノーベ

ル医学賞。

8,455.35 10,395.18

122.9%

↗

平成25 2013 癸巳

東証と大証が合併し日本取引所グループが発足（1月）、２０２０年夏季五輪・

パラリンピックの開催地が東京に決定(9月）、富士山が世界文化遺産に決定(6

月）、参院選で自民、公明両党が過半数獲得、ねじれ解消(7月）、楽天が初の

日本一(11月）、長嶋茂雄氏と松井秀喜氏に国民栄誉賞(5月）、第62回式年遷

宮、伊豆大島で土石流災害、死者３５人(10月）、消費税率８％への引き上げ決

定(10月）、楽天の田中投手が30連勝の新記録(11月）、安倍首相、ＴＰＰ交渉

10,395.18 16,291.31

156.7%

↗

平成26 2014 甲午

ＮＩＳＡ（少額投資非課税制度）スタート、御嶽山噴火で死者５７人、行方不

明者６人(9月）、消費税８％に増税（4月）、ノーベル物理学賞に青色ＬＥＤを

開発した赤崎勇、天野浩、中村修二の３氏（10月）、全米テニスで錦織圭が準

優勝（9月）、「アベノミクス」の評価を問う衆院選　与党圧勝投票率は戦後最

低52.66%（12月）、広島市北部の土砂災害で７４人が死亡(8月）、ＳＴＡＰ細

胞論文に改ざんなど不正(12月）、ソチ五輪で日本は金１、銀４、銅３(2月）、

世界文化遺産に「富岡製糸場」<6月）、高倉健さん死去享年83、菅原文太さん

も(11月）、デング熱の国内感染を約７０年ぶりに確認、関東甲信で２週連続大

雪、都心も２７センチ、エボラ出血熱でＷＨＯが緊急事態宣言、韓国で旅客船

「セウォル号」が沈没、２９５人が死亡、９人が行方不明、ノーベル平和賞に

パキスタンのマララさんら、ウクライナでマレーシア航空機が撃墜され２９８

人死亡、ロシアが「クリミア共和国」を国家承認、編入。ウクライナ危機深刻

化、勢力を拡大する「イスラム国」に米軍がイラクで空爆開始、米中間選挙で

オバマ政権与党の民主党が大敗、北京行きマレーシア航空機が消息絶つ、香港

16,291.31 17,450.77

107.1%

↗

平成27 2015 乙未

箱根駅伝青山学院大が総合優勝初（1月）、錦織圭が男子テニス世界ランキング

4位に（3月）、日経平均株価が15年ぶり2万円台回復、三菱東京UFJ銀行が接客

用ロボット「NAO」を導入、2027年東京ー名古屋間で開業予定のリニア中央新幹

線実験線で603㎞を記録、ネパールで大地震(4月）、SIMロック解除が義務化、

イタリアミラノで国際博覧会、金融庁が株式投資型クラウドファンディングを

解禁、トヨタ自動車が決算発表。純利益が2兆円、「大阪都構想」の賛否を問う

17,450.77 19,033.71

109.1%

↗

平成28 2016 丙申

マイナンバー制度スタート（1月）、ジュニアＮＩＳＡスタート、日経平均株価

が15年ぶりに2万円の大台乗せ(4月22日）、熊本大地震（4月）、スキーバス軽

井沢で転落14人死亡、廃棄カツ横流し事件、両陛下比訪問、北海道新幹線函館

新北斗開業（3月）、伊勢志摩サミット（5月）、高浜原発3号機再稼働、箱根駅

伝青学大完全優勝（1月）、大相撲初場所で琴奨菊初優勝日本人力士10年ぶり

（1月）、リオデジャネイロ五輪2016レスリング水泳体操等金大活躍（8月）

19,033.71 19,114.37

100.4%

↗

平成29 2017 丁酉

個人型確定拠出年金（ｉＤｅＣｏ）の加入対象者範囲を拡大。稀勢の里が第７

２代横綱に日本人19年ぶり（1月）、14歳棋士、藤井四段が29連勝の新記録、

「森友」「加計」問題などで内閣支持率急落（6月）、天皇退位特例法が成立。

19年4月末退位、5月改元へ、上野動物園でパンダ誕生（6月・12月）、九州北部

豪雨朝倉大分ほか（7月）、眞子さま・小室圭さんと婚約内定、陸上100ｍ桐

生、日本人初の9秒台（9月）、衆院選で自民圧勝。立憲民主が野党第１党に、

19,114.37 22,783.98     

119.2%

↗

平成30 2018 戊戌

つみたてＮＩＳＡ開始（2037年までの20年間）。内閣府「高齢社会大綱」（2月

17日）、平昌冬季五輪で金13過去最多、羽生連覇（2月）、西日本豪雨で死者

220人超（7月）、日大アメフト部選手が危険タックル、スポーツ界で不祥事相

次ぐ（5月）、テニス大坂なおみが全米オープン優勝、四大大会で日本人初（9

月）、日産ゴーン会長を金商法違反で逮捕（11月）、北海道で大地震震度７、

国内初のブラックアウト、道全域で停電（9月）、ノーベル生理・医学賞に本庶

22,783.98 20,014.77

87.8%

↘

平成31/令和元 2019 己亥

天皇陛下が即位。「令和」に改元（5月1日）、ラグビーＷ杯日本大会開幕、日

本８強（9月）、京都アニメ放火、36人死亡の大惨事（7月18日）、消費税率10%

（10月）、東日本で台風19号ほか大雨被害、死者相次ぐ（9、10月）、ノーベル

化学賞に吉野彰博士（10月9日）、沖縄首里城が焼失（10月31日）、ゴルフ渋野

日向子が全英女子優勝(8月4日）、大リークマリナーズ・イチローが引退を表明

（3月21日）、徴用工問題で日韓関係悪化（1月3日、7月、8月、11月、12月）。

20,014.77 23,656.62

118.2%

↗

令和02 2020 庚子

2019年12月8日、中国湖南省武漢で新型コロナウイルス発生、感染。年明けから

中国全土、世界へと伝染、パンデミック。新型コロナ感染拡大、緊急

事態宣言発令、東京五輪・パラリンピックが延期に、菅首相誕生、新内閣が発

足、安倍首相、持病悪化を理由に辞任表明、志村けんさんが新型コロ

ナで死去。著名人の死去相次ぐ、アニメ映画「鬼滅の刃」、国内最速で興行収

入１００億円突破（342億円）　、新型コロナで政府が全国小中高の休

23,656.62 27,444.17

116.0%

↗

令和03 2021 辛丑

米大統領にジョー・バイデン氏が就任、核兵器の開発や保有などを禁じる国際

条約が発効（1月）、ミャンマー国軍がクーデタ－。アウンサンスーチー氏ら拘

束、地球温暖化対策の国際的枠組みに米国が正式復帰（2月）、日本企業所有の

大型コンテナ船がエジプトで座礁、世界経済フォーラム発表の男女平等ランキ

ングで、日本は156カ国中120位（3月）、高齢者への新型コロナウイルスワクチ

ンの優先接種始まる、菅義偉首相が2030年度の温室効果ガスを13年度比で削減

27,444.17 28,791.71

104.9%

↗

令和04 2022 壬寅

安倍元首相撃たれ死亡（7月8日）、Ｗ杯日本代表16強・9位（12月5日）、知床

観光船　沈没事故（4月23日）、大谷　２桁勝利２桁本塁打104年ぶり（8月9

日）、村上　56本塁打・三冠王58年ぶり（10月3日）、円安1ドル150円突破（10

月20日）、北京五輪　冬季最多メダル（2月4か）、旧統一教会　政治問題化、

新法成立（12月10日）、藤井竜王　最年少五冠（2月12日）、コロナ感染　1日

10万人（2月5日・感染陽性者1,000万人大台乗せ、1日20万人・7月23日）米英仏

28,791.71 26,094.50

90.6%

↘

令和05 2023 發卯

３年ぶりの新年一般参賀、箱根駅伝　駒大が２年ぶり８度目の総合優勝、トヨ

タ自動車社長交代（1月）、トルコ、シリアで地震、上野動物園のジャイアント

パンダ・シャンシャン、中国へ返還（2月）、第5回WBC（ワールド・ベースボー

ル・クラシック）日本優勝（3月）、日銀の植田和男新総裁、就任、（4月）、

新型コロナ、５類移行、チャールズ英国王の戴冠式、Ｇ７広島サミット、WHOが

新型コロナ「緊急事態宣言」終了を発表（5月）、各地で猛暑と豪雨が相次ぐ、

26,094.50 33,464.17

128.2%

↗

令和06 2024 甲辰
データ出所：各種資料　作成：筆者
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年
、
米
国
南
北

戦
争
終
戦
を
起
点
と
す
る
幕
末
の
周

期
底
か
ら
再
び
昭
和
20
（
１
９
４
５
）

年
の
周
期
底
に
対
す
る
ト
レ
ン
ド
の

転
換
点
で
式
年
遷
宮
は
、
敗
戦
に
よ

り
焦
土
化
し
た
国
土
復
興
優
先
で
４

年
延
期
、
第
１
回
以
来
、
ご
正
宮
の

遷
座
は
、
い
ず
れ
も
西
か
ら
東
へ
の

遷
座
の
時
期
に
ト
レ
ン
ド
の
転
換
点

と
な
っ
て
い
ま
す
。

干
支
に
纏
わ
る
相
場
ジ
ン
ク
ス

「
子
は
繁
盛
、
丑
つ
ま
ず
き
、
寅
千

里
を
走
り
、
卯
跳
ね
る
、
辰
巳
天
井
、

午
尻
下
が
り
、
未
辛
抱
、
申
酉
騒
ぐ
、

戌
笑
い
、
亥
固
ま
る
。
」
辰
巳
は
１

９
８
８
年
～
１
９
８
９
年
、
２
０
０

０
年
～
２
０
０
１
年
、
２
０
１
２
年

～
２
０
１
３
年
の
第

62
回
式
年
遷
宮

年
。
東
か
ら
西
へ
の
遷
座
で
し
た
。

３
回
の
う
ち
２
回
は
バ
ブ
ル
経
済
の

崩
壊
時
期
、
ネ
ッ
ト
通
信
ブ
ー
ム
で

株
価
が
ピ
ー
ク
を
付
け
た
時
期
と
重

な
り
ま
す
。
伊
勢
神
宮
初
詣
で
３
か

日
の
前
年
比
増
減
で
は
、
騰
落
率
が

プ
ラ
ス
で
あ
れ
ば
先
高
を
暗
示
、
年

明
け
早
々
の
能
登
半
島
大
地
震
、
Ｊ

Ａ
Ｌ
機
と
海
上
保
安
庁
機
の
羽
田
空

港
で
の
衝
突
事
故
遭
遇
と
台
湾
総
統

選
挙
、
米
国
の
大
統
領
選
挙
、
国
内

外
情
勢
の
不
透
明
の
中
で
債
務
国
米

国
、
中
国
、
債
権
国
日
本
は
、
波
乱

な
が
ら
も
ト
レ
ン
ド
が
交
差
す
る
転

換
の
兆
し
明
白
の
年
と
な
ろ
う
。
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